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集中講義による「対人関係トレ ー ニング」の2ヶ月後の効果
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吉田（2001）は， 集中講義による「対人関係トレ ー ニング」を試み， トレ ー ニング実施前と終

了時における参加者の反応を分析している． その結果， 参加者たちは， 対人関係改善に意欲的に

なることが明らかになった． 集中講義が教育実習直前に行われたこともあって， トレ ー ニングで

は， 教育実習における行動に焦点が当てられた． そのため， トレ ー ニング終了時の行動目標も具

体的なものが多くなった． その結果， 参加者たちの動機づけも高まったと考えられた． しかしな

がら， そこで得られた結果は， あくまでトレ ー ニング終了時のものである ． トレ ー ニングの真価

はその後の実践場面における行動の変化で評価される必要がある． この点については， 吉田

(2002b）は， 公開講座形式によって行われた「リ ー ダ ー シップ・ トレ ー ニング」の効果を3ヶ月

後のアンケ ー ト調査によって明らかにしている． 本研究においても 集中講義を利用した「対人

関係トレ ー ニング」が教育実習に及ぼす効果を 参加者たちに対して行ったトレ ー ニング参加

2ヶ月後の調査結果をもとに分析する．

方 法

対象 1999年8月28 日～ 31日にかけて実施された， 国立大学教育学部の集中講義受講者 ． その

内訳は， 3年生46名，4年生12名の合計58名． 講義題目は，「学級集団の心理学」であるが， 学

生 の対人関係スキルの向上を図ることを主要な目的とした．

コ ー ス ・ スケジュ ー ル 集中講義の日程に合わせて 4 日間のスケジュ ー ルが組まれた． 詳細に

ついては， 吉田（2001）を参照されたい ． なお，3年生については， 講義直後の9月に教育実習に

出かけることになっていた． このため， トレ ー ニング終了時には， 教育実習での児童・生徒との

対人関係やとるべき行動に焦点を当てた行動目標が立てられた．

デ ー タの収集 講義終了2ヶ月後に学部事務担当者に質問紙を送付し， 匝答の配布と回収を依頼

した． 調査紙は， 選択肢による質問12項目と自由記述から構成されている．

選択肢を用いた質問 12項目の内容を以下に挙げる．
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